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平 成 1 1 年 度 病 害 虫 発 生 予 報

第 ４ 号 （ ７ 月 予 報 ）

平 成 1 1 年 ６ 月 ３ ０ 日

津 軽 地 域 病 害 虫 防 除 所

南 部 地 域 病 害 虫 防 除 所

【 概 要 】

水 稲 で は 、 葉 い も ち が 全 県 的 に や や 多 く 、 イ ネ カ ラ バ エ が 東 青 ・ 西 北 五 地 域 で や

や 多 い と 予 想 さ れ る 。

り ん ご で は 、 リ ン ゴ ハ ダ ニ が 全 県 的 に や や 多 い と 予 想 さ れ る 。

り ん ご 以 外 の 落 葉 果 樹 で は 、 ぶ ど う （ ｽ ﾁ ｭ ｰ ﾍ ﾞ ﾝ ） の 晩 腐 病 が 全 県 的 に や や 多 く 、 お

う と う （ 晩 生 種 ） の 灰 星 病 が 全 県 的 に や や 多 い と 予 想 さ れ る 。

畑 作 ・ 野 菜 で は 、 ア ブ ラ ナ 科 野 菜 の コ ナ ガ が 全 県 的 に 多 く 、 な が い も の ヤ マ ノ イ

モ コ ガ が 全 県 的 に や や 多 い と 予 想 さ れ る 。

《 発 生 が 多 く な る と 予 想 さ れ る 病 害 虫 》

ア ブ ラ ナ 科 野 菜 コ ナ ガ

《 発 生 が や や 多 く な る と 予 想 さ れ る 病 害 虫 》

葉 い も ち
水 稲

イ ネ カ ラ バ エ （ 東 青 ・ 西 北 五 地 域 ）

り ん ご リ ン ゴ ハ ダ ニ

ぶどう ( ｽ ﾁ ｭ ｰ ﾍ ﾞ ﾝ ) 晩 腐 病

おうとう (晩生種 ) 灰 星 病

な が い も ヤ マ ノ イ モ コ ガ

病 害 虫 に 関 す る 問 合 わ せ 先

電 話 Ｆ Ａ Ｘ

津 軽 地 域 病 害 虫 防 除 所 0 1 7 2 ( 5 2 ) 9 5 0 0 0 1 7 2 ( 5 3 ) 3 7 1 7

南 部 地 域 病 害 虫 防 除 所 0 1 7 6 ( 2 3 ) 4 2 9 0 0 1 7 6 ( 2 0 ) 1 1 6 7
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１ 水 稲

予 報 内 容
病 害 虫 名 予 報 の 根 拠

発 生 地 域 発 生 時 期 発 生 量

葉 い も ち 県 内 全 域 ( 初 発 時 期 ) や や 多 い ① ６ 月 ３ 半 旬 か ら 気 温 が 高 く 経

や や 早 い 過 し て い る 。

平 年 値 ② ７ 月 の 気 温 は 高 い 見 込 み で あ

７ 月 １ ０ 日 る 。

稲 こ う じ 津 軽 地 域 － 平 年 並 ① 前 年 の 発 生 量 は 平 年 並 で あ っ

病 た 。

② ７ 月 の 降 水 量 は 平 年 並 の 見 込

み で あ る 。

イ ネ カ ラ 東 青 ・ 西 ( 産 卵 や や 多 い ① 平 年 よ り 早 く 産 卵 が 認 め ら れ

バ エ 北 五 地 域 最 盛 期 ) た 。

や や 早 い ② ４ ～ ６ 月 の 気 温 は 平 年 よ り や

や 高 く 経 過 し た 。

③ 前 年 の 発 生 量 が 東 青 ・ 西 北 五

上 記 以 外 平 年 並 地 域 で は 平 年 よ り や や 多 く 、 そ

の 地 域 の 他 の 地 域 で は 平 年 並 で あ っ

た 。

コ バ ネ イ 県 内 全 域 ( ふ 化 終 期 ) 平 年 並 ① ４ ～ ６ 月 の 気 温 は 平 年 よ り や

ナ ゴ や や 早 い や 高 く 経 過 し た 。

② ７ 月 の 気 温 は 高 い 見 込 み で あ

る 。

③ 前 年 の 発 生 量 が 平 年 並 で あ っ

た 。

フ タ オ ビ 県 内 全 域 ( 第 ２ 世 代 平 年 並 ① ６ 月 中 旬 の 巡 回 調 査 に お け る

コ ヤ ガ 幼 虫 ふ 化 第 １ 世 代 幼 虫 の 発 生 は 一 部 に 多

盛 期 ) い 地 域 も あ っ た が 、 全 体 と し て

や や 早 い は 平 年 並 で あ っ た 。

② ４ ～ ６ 月 の 気 温 は 平 年 よ り や

や 高 く 経 過 し た 。

③ ７ 月 の 気 温 は 高 い 見 込 み で あ

る 。

ニ カ メ イ 県 内 全 域 ( 産 卵 平 年 並 ① ４ ～ ６ 月 の 気 温 は 平 年 よ り や

ガ 最 盛 期 ) や 高 く 経 過 し た 。

や や 早 い ② ７ 月 の 気 温 は 高 い 見 込 み で あ

る 。

③ 前 年 の 発 生 量 は 平 年 並 で あ っ

た 。
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（１）防 除 の ポ イ ン ト
《 ７ 月 の 防 除 作 業 》

１ 半 旬 ２ 半 旬 ３ 半 旬 ４ 半 旬 ５ 半 旬 ６ 半 旬

( 平 野 部 ） (下 北 ) ｺ ﾊ ﾞ ﾈ ｲ ﾅ ｺ ﾞ ﾌ ﾀ ｵ ﾋ ﾞ ｺ ﾔ ｶ ﾞ

ｲ ﾈ ｶ ﾗ ﾊ ﾞ ｴ ｲ ﾈ ｶ ﾗ ﾊ ﾞ ｴ 畦 畔 際 防 除 出 穂 直 前 防 除

( 山 間 部 ) 【 茎 葉 散 布 】 【 茎 葉 散 布 】

ｲ ﾈ ｶ ﾗ ﾊ ﾞ ｴ

【 茎 葉 散 布 】

【 水 面 施 用 】

葉 い も ち

【 茎 葉 散 布 】

稲 こ う じ 病

【 茎 葉 散 布 】

注 : は 防 除 時 期

【 】 内 は 防 除 方 法

山 間 部 に は 海 岸 冷 涼 地 も 含 む

【 葉 い も ち 】

① 初 発 時 期 は 平 年 よ り や や 早 い と 見 込 ま れ る の で 、 早 期 発 見 に つ と め 、 発 生 を 認

め た ら 直 ち に 薬 剤 を 散 布 す る 。

② 薬 剤 散 布 １ 週 間 後 に お い て も 病 勢 進 展 が 止 ま っ て い な い よ う で あ れ ば 、 再 度 散

布 す る 。

③ 補 植 用 取 置 苗 は 発 生 源 と な る こ と が あ る の で 直 ち に 処 分 す る 。 そ の 際 、 補 植 用

取 置 苗 で い も ち 病 の 発 生 が 確 認 さ れ た 場 合 に は そ の 周 辺 に つ い て も 発 生 し て い な

い か ど う か よ く 調 べ 、 発 生 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 茎 葉 散 布 に よ る 防 除 を 行 う 。 本

年 は ６ 月 １ ６ 日 に む つ 市 で 取 置 苗 に は い も ち の 発 生 を 確 認 し て い る

④ 窒 素 施 肥 量 が 多 い と い も ち 病 に 対 す る 抵 抗 力 が 低 下 す る の で 、 適 正 な 施 肥 管 理

を 行 う 。

【 稲 こ う じ 病 】

① 稲 こ う じ 病 は 、 出 穂 後 の 籾 に 病 徴 が 出 る が 、 防 除 の 適 期 は 穂 ば ら み 期 で あ り 、

出 穂 １ ０ 日 ～ ２ ０ 日 前 に 薬 剤 を 散 布 す る 。

② 穂 ば ら み 期 の 低 温 、 日 照 不 足 、 多 雨 で 発 生 が 多 く な る の で 、 こ の よ う な 気 象 条

件 で 前 年 発 生 の 見 ら れ た 水 田 で は 必 ず 防 除 す る 。

③ 窒 素 施 肥 量 が 多 い と 発 生 が 多 く な る 傾 向 が あ る の で 、 適 正 な 施 肥 管 理 を 行 う 。

【 イ ネ カ ラ バ エ 】

① 発 生 量 が や や 多 い と 予 想 さ れ る の で 、 ２ ～ ３ 日 毎 に 産 卵 状 況 を 調 査 し 、 産 卵 株

率 が ８ ０ ％ を 越 え た 日 （ 産 卵 最 盛 期 ） に 防 除 す る 。 産 卵 状 況 を 調 査 で き な い 場 合

は 、 下 表 の 例 年 の 産 卵 最 盛 期 を 目 安 に 適 期 防 除 に 努 め る が 、 本 年 は や や 早 く な る

と 見 込 ま れ る こ と か ら 、 お よ そ ３ ～ ５ 日 程 度 早 め と す る 。
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② イ ネ カ ラ バ エ に 対 す る 茎 葉 散 布 の 防 除 効 果 は 、 防 除 適 期 で あ る 産 卵 最 盛 期 を 失

す る と 著 し く 低 下 す る の で 散 布 時 期 に 注 意 す る 。

③ 昨 年 、 傷 穂 の 発 生 が 多 か っ た 地 域 で は 、 防 除 適 期 の 幅 が 広 く （ 産 卵 最 盛 期 ～

１ ０ 日 後 ） 効 果 が 高 い ジ メ ト エ － ト 粒 剤 を １ ０ ア － ル 当 た り ２ ｋ ｇ 水 面 施 用 し て

防 除 す る 。

例 年 の 地 帯 別 産 卵 最 盛 期

地 帯 産 卵 最 盛 期

平 野 地 帯 ６ 月 ３ ０ 日 前 後

山 間 ・ 海 岸 冷 涼 地 帯 ７ 月 ５ 日 前 後

下 北 地 域 ７ 月 １ ０ 日 前 後

【 コ バ ネ イ ナ ゴ 】

① 出 穂 期 前 後 の 薬 剤 散 布 の 際 に 本 種 に も 効 果 の 高 い 殺 虫 剤 を 含 む 殺 虫 ・ 殺 菌 混 合

剤 を 散 布 し 、 他 病 害 虫 と 同 時 防 除 す る 。

② ７ 月 ２ ～ ４ 半 旬 の ふ 化 終 期 に 防 除 す る 場 合 は 、 畦 畔 （ 農 道 、 水 路 の 雑 草 も 含

む ） 及 び 水 田 の 畦 畔 際 ２ ～ ３ ｍ に 薬 剤 を 散 布 す る 。

【 そ の 他 の 病 害 虫 】

① フ タ オ ビ コ ヤ ガ の 発 生 が 例 年 多 い ほ 場 で は 、 県 農 作 物 病 害 虫 防 除 基 準 に 準 じ て

適 期 防 除 に 努 め る 。 本 年 は 発 生 時 期 が や や 早 く な る 見 込 み で あ り 、 防 除 適 期 は ７

月 上 旬 で あ る 。

② ば か 苗 病 の 発 生 は 全 般 に 少 な い 見 込 み で あ る が 、 徒 長 あ る い は 枯 死 し た 罹 病 株

が み ら れ る 場 合 は 、 罹 病 株 を 出 穂 前 に 抜 取 り 、 土 中 に 埋 め る か 焼 却 し て 、 出 穂 後

の 籾 へ の 感 染 を 防 止 す る 。

③ 長 距 離 移 動 性 害 虫 で あ る セ ジ ロ ウ ン カ 、 コ ブ ノ メ イ ガ の 飛 来 時 期 は 、 例 年 、 ７

月 中 旬 以 降 で あ り 、 今 の と こ ろ 発 生 時 期 、 発 生 量 の 予 測 は で き な い が 、 今 後 、 発

表 さ れ る 予 察 情 報 に 注 意 し 、 適 期 防 除 に 努 め る 。

④ イ ネ ハ モ グ リ バ エ 第 ２ 世 代 幼 虫 の 発 生 は 、 全 般 に 少 な い 見 込 み で あ り 、 ほ と ん

ど の 地 域 で 防 除 は 不 要 と 思 わ れ る が 、 例 年 発 生 の 多 い 地 帯 で は 、 県 農 作 物 病 害 虫

防 除 基 準 に 準 じ て 適 期 防 除 に 努 め る 。

⑤ ニ カ メ イ ガ は 、 近 年 の 発 生 状 況 か ら 、 本 種 単 独 の 防 除 が 必 要 と な る ほ 場 は き わ

め て 少 な い と 思 わ れ る 。 し か し 、 局 地 的 に は 被 害 程 度 の 高 い 地 点 が み ら れ 、 そ れ

ら 地 点 で は や や 増 加 す る 傾 向 も み ら れ る 。 し た が っ て 、 前 年 の 発 生 が 目 立 っ た ほ

場 で は 、 出 穂 １ ０ 日 前 に 連 続 ５ ０ 株 ５ か 所 程 度 を 調 査 し 、 被 害 株 率 が ４ ％ 以 上 の

場 合 に は 、 出 穂 １ ０ 日 前 と 出 穂 初 め ～ 出 穂 期 の ２ 回 防 除 す る 。 被 害 株 率 が ４ ％ 未

満 の 場 合 に は 、 出 穂 初 め ～ 出 穂 期 に １ 回 、 他 病 害 虫 と 同 時 防 除 す る 。

（２）防 除 上 注 意 す べ き 事 項
① 当 該 ほ 場 の 防 除 対 象 と な る 病 害 虫 を 見 極 め 、 同 時 防 除 に よ り 効 率 化 を は か る 。

② 粒 剤 を 水 面 施 用 し た 場 合 は 、 散 布 後 ４ ～ ５ 日 間 は 水 を 流 さ な い よ う に す る 。

③ い も ち 病 が 多 発 し て 、 散 布 回 数 が 多 く な り 、 散 布 間 隔 も ５ 日 ご と 位 に 短 く す る

場 合 に は 次 の 点 に 注 意 す る 。

同 一 薬 剤 を 連 用 す る と 、 耐 性 菌 の 発 生 す る 恐 れ が あ る 。 ま た 、 同 一 農 薬 の 散 布

間 隔 は 、 作 物 へ の 農 薬 残 留 の 点 か ら ７ 日 以 上 と し な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、

異 な る 薬 剤 を 組 み 合 わ せ て 防 除 す る 。

④ 稲 こ う じ 病 対 象 の カ ス ミ ン ボ ル ド ー 、 カ ス ミ ン ボ ル ド ー 粉 剤 ３ Ｄ Ｌ 、 ラ ブ サ イ

ド ベ フ ラ ン 粉 剤 Ｄ Ｌ は 葉 い も ち を 同 時 防 除 で き る が 、 穂 い も ち の 防 除 は 出 穂 期 前

後 に 必 ず 実 施 す る 。 ま た 、 出 穂 １ ０ 日 前 以 降 の 銅 剤 散 布 は 、 薬 害 の 恐 れ が あ る の

で 散 布 時 期 を 厳 守 す る 。
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２ りんご

予 報 内 容
病 害 虫 名 予 報 の 根 拠

発 生 地 域 発 生 時 期 発 生 量

斑 点 落 葉 病 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ６ 月 の 発 生 量 が 平 年 並 で あ
っ た 。
② ７ 月 の 降 水 量 は 平 年 並 の 見
込 み で あ る 。

リ ン ゴ コ カ 津 軽 地 域 平 年 並 平 年 並 ① 越 冬 世 代 の 発 生 量 が 平 年 並
ク モ ン ハ マ （ 第 １ 世 （ 一 部 で 多 い ） で あ っ た 。
キ 代 羽 化 最 ② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る

盛 期 ） 成 虫 の 誘 殺 時 期 は 平 年 よ り や
や 遅 か っ た 。
③ ７ 月 の 気 温 は 高 い と 見 込 ま
れ る 。

南 部 地 域 や や 早 い 少 な い ① 越 冬 世 代 の 発 生 量 が 少 な か
（ 第 １ 世 っ た 。
代 羽 化 最 ② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る
盛 期 ） 成 虫 の 誘 殺 時 期 は 平 年 よ り や

や 早 か っ た 。

リ ン ゴ モ ン 南 部 地 域 や や 早 い 少 な い ① 越 冬 世 代 の 発 生 量 が 少 な か
ハ マ キ （ 第 １ 世 っ た 。

代 羽 化 最 ② フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る
盛 期 ） 成 虫 の 誘 殺 時 期 は 平 年 よ り や

や 早 か っ た 。

キ ン モ ン ホ 津 地 域 軽 平 年 並 平 年 並 ① ６ 月 の 発 生 量 が 平 年 並 で あ
ソ ガ （ 第 ２ 世 っ た 。

代 成 虫 発 ② 第 １ 世 代 成 虫 の 発 生 時 期 が
生 時 期 ） 平 年 並 で あ っ た 。

南 部 地 域 や や 早 い 少 な い ① ６ 月 の 発 生 量 が 平 年 よ り 少
（ 第 ２ 世 な か っ た 。
代 成 虫 発 ② 第 １ 世 代 成 虫 の 発 生 時 期 が
生 時 期 ） や や 早 か っ た 。

リ ン ゴ ハ ダ 県 内 全 域 や や 早 い や や 多 い ① ６ 月 の 発 生 量 は 平 年 よ り や
ニ ( 増 加 期 ) や 多 か っ た 。

② ７ 月 の 気 温 は 高 い 見 込 み で
あ る 。

ナ ミ ハ ダ ニ 県 内 全 域 や や 早 い 平 年 並 ① ６ 月 の 発 生 量 は 平 年 並 で あ
( 増 加 期 ) っ た 。

② ７ 月 の 気 温 は 高 い 見 込 み で
あ る 。

＊ そ の 他 の 病 害 虫 ： モ モ シ ン ク イ ガ は 平 年 並 に 少 な い 見 込 み で あ る 。

（１）防 除 の ポ イ ン ト
【 斑 点 落 葉 病 】

① 不 要 な 徒 長 枝 は 早 め に 切 り 取 る 。

② ７ 月 中 旬 に 有 機 銅 水 和 剤 、 キ ャ プ タ ン ・ 有 機 銅 剤 の い ず れ か を 散 布 す る 。 ７ 月

下 旬 に 有 機 銅 水 和 剤 、 キ ャ プ タ ン ・ 有 機 銅 剤 、 ア リ エ ッ テ ィ Ｃ 水 和 剤 の い ず れ か

を 散 布 す る 。

③ ７ 月 下 旬 以 降 に 急 増 の 恐 れ が あ る 場 合 は 、 基 準 薬 剤 に ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ 水 和 剤

1 0 0 0 倍 又 は ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤 1 2 0 0 倍 を 加 用 す る 。

④ ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ 水 和 剤 、 ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤 は 薬 剤 耐 性 の 心 配 が あ る の で 、 同

一 薬 剤 の 連 続 散 布 は 避 け る 。
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【 褐 斑 病 】

① 前 年 に 発 生 が 多 か っ た 園 地 で は 、 ７ 月 下 旬 の 基 準 薬 剤 に ト ッ プ ジ ン M 水 和 剤 又

は ベ ン レ ー ト 水 和 剤 を 加 用 す る 。

【 ハ マ キ ム シ 類 】

① ７ 月 下 旬 頃 に キ ン モ ン ホ ソ ガ 防 除 の た め に ピ レ ス ロ イ ド 剤 を 使 用 し た 場 合 は 、

次 回 ８ 月 上 旬 の ハ マ キ ム シ 防 除 剤 は 省 略 で き る 。

【 キ ン モ ン ホ ソ ガ 】

① ７ 月 下 旬 に 硫 酸 ニ コ チ ン 液 剤 、 デ ミ リ ン 水 和 剤 、 ア ド マ イ ヤ ー 水 和 剤 、 モ ス ピ

ラ ン 水 溶 剤 、 ピ レ ス ロ イ ド 剤 の い ず れ か を 散 布 す る 。

【 ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 】

① 発 生 の 多 い 所 で は 、 越 冬 世 代 成 虫 の 産 卵 前 （ ６ 月 下 旬 ） に バ ン ド を 巻 き 付 け 、

第 １ 世 代 卵 の ふ 化 前 （ ７ 月 中 旬 ） に 取 り 外 す 。

② 発 生 の 多 い 場 合 は 、 ７ 月 下 旬 及 び ８ 月 上 旬 に 防 除 剤 に よ る 胴 木 洗 い を 行 う 。

【 ハ ダ ニ 類 】

① 発 生 状 況 に 応 じ て 適 宜 ダ ニ 剤 を 加 用 す る 。 散 布 の 目 安 は 、 園 地 全 体 で １ 葉 当 た

り の ハ ダ ニ 成 虫 数 が ２ 個 体 以 上 あ る い は 寄 生 葉 率 5 0 ％ 以 上 で あ る 。

② ダ ニ 剤 は 薬 剤 抵 抗 性 が 出 や す い の で 同 一 薬 剤 の 連 続 散 布 は 避 け 、 で き る だ け 年

１ 回 の 使 用 に と ど め る 。 な お 、 ピ ラ ニ カ 水 和 剤 と マ イ ト ク リ ー ン フ ロ ア ブ ル は 同

一 薬 剤 と み な し 、 ど ち ら か 一 方 を 選 び 、 年 １ 回 の 使 用 に と ど め る 。

③ オ マ イ ト 水 和 剤 は ７ 月 末 ま で の 使 用 を 避 け る 。

④ 根 ば や と 大 枝 か ら 発 出 し て い る 徒 長 枝 は 早 め に 取 る 。

⑤ オ サ ダ ン 水 和 剤 は 、 使 用 時 期 が 「 収 穫 １ ４ 日 前 ま で 」 か ら 「 収 穫 ２ １ 日 前 ま

で 」 に 変 更 と な っ た の で 注 意 す る 。

３ り ん ご 以 外 の 落 葉 果 樹

予 報 内 容
病 害 虫 名 予 報 の 根 拠

発 生 地 域 発 生 時 期 発 生 量

( ぶ ど う ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① 前 年 、 ｽ ﾁ ｭ ｰ ﾍ ﾞ ﾝ で の 発 生 量 が

晩 腐 病 ( ｷ ｬ ﾝ ﾍ ﾞ ﾙ ･ 多 か っ た 。

ｱ ｰ ﾘ ｰ ) ② ７ 月 の 降 水 量 は 平 年 並 の 見 込

み で あ る 。
や や 多 い
(ｽﾁｭｰﾍﾞﾝ)

( ぶ ど う ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① 前 年 の 発 生 量 は 平 年 並 で あ っ

褐 斑 病 た 。

② ７ 月 の 降 水 量 は 平 年 並 の 見 込

み で あ る 。

お う と う 県 内 全 域 － や や 多 い ① 中 生 種 で は 一 部 園 地 で 実 腐 れ

( 晩 生 種 ) の 発 生 が 多 か っ た 。

灰 星 病 ② ６ 月 下 旬 の 降 雨 に よ る 実 割 れ

が 多 か っ た 。
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（１）防 除 の ポ イ ン ト

○ ぶ ど う

【 晩 腐 病 、 褐 斑 病 】
① ス チ ュ ー ベ ン で 晩 腐 病 が 多 発 し た 場 合 、 ７ 月 上 旬 に ビ ス ダ イ セ ン 水 和 剤 を 特 別
散 布 す る 。
② ７ 月 中 旬 （ 大 豆 粒 大 ） に サ ニ パ ー 水 和 剤 、 又 は ジ マ ン ダ イ セ ン 水 和 剤 を 散 布 す
る 。

○ お う と う （ 晩 生 種 ）
【 灰 星 病 】
① 収 穫 ２ 週 間 前 に キ ャ プ タ ン 剤 、 バ イ コ ラ ー ル 水 和 剤 、 又 は ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル
を 散 布 す る 。
② 成 熟 期 間 中 に 灰 星 病 の 多 発 の 恐 れ が あ る 場 合 は 収 穫 ７ 日 前 頃 に ラ リ ー 水 和 剤 、
又 は ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル を 特 別 散 布 す る 。

③ 収 穫 前 に ロ ブ ラ ー ル フ ロ ア ブ ル を 散 布 す る 。
④ ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル は 年 間 １ 回 の 使 用 に と ど め る 。
⑤ 実 腐 れ は 摘 み 取 り 処 分 す る 。

４ 畑 作 ・野 菜

予 報 内 容
病 害 虫 名 予 報 の 根 拠

発 生 地 域 発 生 時 期 発 生 量

( ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見じ ゃ が い も

疫 病 込 み で あ る 。

( き ゅ う り ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

べ と 病 込 み で あ る 。

( き ゅ う り ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

斑 点 細 菌 病 込 み で あ る 。

(す い か ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

つ る 枯 病 込 み で あ る 。

(メ ロ ン ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

つ る 枯 病 込 み で あ る 。

( ｱ ﾌ ﾞ ﾗ ﾅ科 県 内 全 域 － 多 い ① ６ 月 の 成 虫 及 び 幼 虫 の 発 生

野 菜 ） が 平 年 よ り 多 か っ た 。

コ ナ ガ ② ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

込 み で あ る 。

( ｱ ﾌ ﾞ ﾗ ﾅ科 県 内 全 域 － 平 年 並 ① 越 冬 世 代 成 虫 の 誘 殺 数 及 び

野 菜 ） 第 一 世 代 卵 塊 の 発 生 量 は 平 年

ヨ ト ウ ガ 並 で あ っ た 。

② ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

込 み で あ る 。

( ナ ガ イ モ ) 県 内 全 域 － 平 年 並 ① ７ 月 の 降 水 量 が 平 年 並 の 見

ｱ ﾌ ﾞ ﾗ ﾑ ｼ類 込 み で あ る 。

( ナ ガ イ モ ) 県 内 全 域 － や や 多 い ① 前 年 の 発 生 が や や 多 く 越 冬

ﾔ ﾏ ﾉ ｲ ﾓ ｺ ｶ ﾞ 量 が や や 多 い と 見 込 ま れ る 。

（１）防 除 の ポ イ ン ト
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○ じ ゃ が い も

【 疫 病 】

① 平 均 気 温 1 5 ℃ 以 上 で 雨 が ２ ～ ３ 日 続 く と 発 生 し 始 め 、 2 0 ℃ 前 後 で 曇 天 多 湿 な 天

候 が 続 く 場 合 に 蔓 延 し や す い 。

② 発 生 初 期 か ら 、 次 の い ず れ か の 薬 剤 を ７ ～ 1 0 日 お き に 散 布 す る 。 曇 雨 天 の 日 が

続 く 場 合 に は 、 晴 れ 間 や 小 雨 の 間 に 散 布 し 、 蔓 延 を 防 止 す る 。

③ フ ェ ニ ル ア マ イ ド 系 薬 剤 に 対 す る 耐 性 菌 の 発 生 が 確 認 さ れ て い る こ と か ら 、 オ

キ サ ジ キ シ ル 及 び メ タ ラ キ シ ル を 含 む 薬 剤 は 連 用 を 避 け る 。

④ 銅 剤 と マ ン ネ ブ 又 は マ ン ゼ ブ 剤 を 1 0 日 以 内 に 近 接 散 布 す る と 、 薬 害 が 発 生 す る

恐 れ が あ る 。

《 防 除 薬 剤 一 覧 表 》

薬 剤 名 倍 数 使 用 時 期 使 用 回 数

４ － ４ 式 ボ ル ド ー 液 － － －
銅 剤 下 記 参 照 － －
園 芸 ボ ル ド ー 4 0 0 ～ 8 0 0 － －
コ サ イ ド ボ ル ド ー 5 0 0 ～ 6 0 0 － －
コ サ イ ド Ｄ Ｆ 1 , 0 0 0 － －
Ｚ ボ ル ド ー 4 0 0 － －
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 6 6 Ｄ 銅 水 和 剤 5 0 － ３ 回 以 内
ア リ エ ッ テ ィ ボ ル ド ー 5 0 0 収 穫 3 0 日 前 ま で 〃
デ ラ ン Ｋ 5 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で ４ 回 以 内
フ ェ ス テ ィ バ ル Ｃ 水 和 剤 4 0 0 ～ 6 0 0 〃 ３ 回 以 内
フ ェ ス テ ィ バ ル Ｍ 水 和 剤 7 5 0 〃 〃
マ ン ゼ ブ 水 和 剤 6 0 0 収 穫 ７ 日 前 ま で ７ 回 以 内
マ ン ネ ブ 水 和 剤 6 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で ４ 回 以 内
カ ー ゼ ー ト Ｐ Ｚ 水 和 剤 8 0 0 収 穫 ７ 日 前 ま で ３ 回 以 内
ラ ビ ラ イ ト 水 和 剤 5 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で ５ 回 以 内
ダ イ フ ァ ー 水 和 剤 5 0 0 〃 ４ 回 以 内
ビ ス ダ イ セ ン 水 和 剤 6 0 0 〃 ５ 回 以 内
ダ コ ニ ー ル 1 0 0 0 5 0 0 ～ 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ま で 〃
フ ロ ン サ イ ド 水 和 剤 2 , 0 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で ４ 回 以 内
フ ル オ レ ー ト 水 和 剤 2 , 0 0 0 収 穫 3 0 日 前 ま で ３ 回 以 内
※ サ ン ド フ ァ ン Ｃ 水 和 剤 5 0 0 ～ 7 5 0 収 穫 ７ 日 前 ま で 〃
※ サ ン ド フ ァ ン Ｍ 水 和 剤 5 0 0 ～ 7 5 0 〃 ４ 回 以 内
※ ク リ ー ン ヒ ッ タ ー 1 , 0 0 0 〃 ３ 回 以 内
※ リ ド ミ ル 銅 水 和 剤 4 0 0 ～ 6 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で 〃
※ リ ド ミ ル Ｍ Ｚ 水 和 剤 5 0 0 〃 ４ 回 以 内

注 ） 散 布 量 は 1 0 ａ 当 り 1 5 0 ～ 1 8 0 リ ッ ト ル 。

※ 印 の 薬 剤 は フ ェ ニ ル ア マ イ ド 系 殺 菌 剤 を 含 む 混 合 薬 剤 を 示 す 。

[銅 剤 ] ｸ ﾌ ﾟ ﾗ ﾋ ﾞ ｯ ﾄ ﾎ ﾙ ﾃ 4 0 0 ～ 8 0 0 倍 液、 ﾄ ﾞ ｲ ﾂ ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ ﾞ ｰ A 4 0 0 ～ 8 0 0 倍 液 、 ﾄ ﾞ ｳ

ｼ ﾞ ｪ ｯ ﾄ 3 0 0 ～ 5 0 0 倍 液 、 ﾊ ｲ ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ ﾞ ｳ 2 5 0 ～ 3 0 0 倍 液

[ ﾏ ﾝ ｾ ﾞ ﾌ ﾞ 水 和 剤 ] ｼ ﾞ ﾏ ﾝ ﾀ ﾞ ｲ ｾ ﾝ 水 和 剤 、 ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ ﾀ ﾞ ｲ ｾ ﾝ M 水 和 剤 、 ﾍ ﾟ ﾝ ｺ ｾ ﾞ ﾌ ﾞ 水 和 剤

[ ﾏ ﾝ ﾈ ﾌ ﾞ 水 和 剤 ] ｴ ﾑ ﾀ ﾞ ｲ ﾌ ｧ ｰ 水 和 剤 、 ﾏ ﾝ ﾈ ﾌ ﾞ ﾀ ﾞ ｲ ｾ ﾝ M 水 和 剤 、 ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ ｴ ﾑ ﾀ ﾞ ｲ ﾌ ｧ ｰ 水 和 剤

【 オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ 、 ア ブ ラ ム シ 類 】

① い ず れ の 害 虫 も 春 か ら の 天 気 が よ い 年 ほ ど 発 生 が 多 い 傾 向 が あ る 。

② オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ の 防 除 適 期 は ふ 化 最 盛 期 で あ る 。 畑 の 中 央 部 で ふ

化 が 始 ま っ た と き が 、 ほ ぼ ふ 化 最 盛 期 で あ る 。

③ ア ブ ラ ム シ 類 は 、 じ ゃ が い も の 生 育 初 期 に ウ イ ル ス 病 を 伝 搬 す る こ と が あ る の

で 、 発 生 初 期 か ら の 防 除 が 大 切 で あ る 。

④ オ ル ト ラ ン 水 和 剤 は 両 害 虫 の 同 時 防 除 が 可 能 で あ る 。
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○ きゅうり

【 べ と 病 】

① 気 温 が 2 0 ℃ 前 後 で 多 湿 、 肥 料 切 れ の と き に 発 生 し や す い の で 注 意 す る 。

② 敷 わ ら を 早 め に 行 い 、 雨 滴 の 飛 散 を 防 ぐ 。

③ 発 病 初 期 か ら ５ ～ ７ 日 毎 に 下 葉 や 葉 裏 に も 十 分 付 着 す る よ う に 薬 剤 を 散 布 す る 。

発 病 が 激 し い と き は ３ 日 毎 に 散 布 す る 。

【 斑 点 細 菌 病 】

① 雨 が 多 い な ど 多 湿 条 件 で 多 発 し や す い 。

② 被 害 茎 葉 は 集 め て 焼 却 す る 。

③ 発 生 初 期 か ら 数 回 、 薬 剤 を 散 布 す る 。

○ す い か 、 メ ロ ン

【 つ る 枯 病 】

① 連 作 さ れ て い る 畑 や 、 雨 続 き で 湿 度 が 高 い 状 態 が 続 く と 発 生 が 多 く な る の で 注

意 す る 。

② 発 生 が 見 ら れ た ら 、 ５ ～ ７ 日 お き に 次 表 の い ず れ か の 薬 剤 を 散 布 す る 。

③ 耐 性 菌 の 出 現 を 防 ぐ た め に 、 異 な る 系 統 の 薬 剤 を ロ － テ － シ ョ ン 散 布 す る 。

④ メ ロ ン で は 、 ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ 水 溶 剤 の 5 0 倍 液 を 病 斑 部 が 隠 れ る よ う に 全 体 に

塗 布 す る 。

《 防 除 薬 剤 一 覧 表 》

倍 数
薬 剤 名 使 用 時 期 使 用 回 数

す い か メ ロ ン

ダ イ フ ァ ー 水 和 剤 4 0 0 4 0 0 収 穫 3 0 日 前 ま で ３ 回 以 内
ダ コ ニ － ル 1 0 0 0 7 0 0 1 , 0 0 0 収 穫 ３ 日 前 ま で ５ 回 以 内
ロ ブ ラ － ル 水 和 剤 1 , 0 0 0 1 , 0 0 0 収 穫 前 日 ま で ４ 回 以 内

～ す い か 回 以 内マ ン ゼ ブ 水 和 剤 6 0 0 4 0 0 6 0 0 収 穫 ７ 日 前 ま で 7
回 以 内ﾒ ﾛ ﾝ 5

す い か 回 以 内ポ リ ベ リ ン 水 和 剤 1 , 0 0 0 1 , 5 0 0 収 穫 前 日 ま で 4
回 以 内ﾒ ﾛ ﾝ 5

ス ク レ タ ン 水 和 剤 5 0 0 － 収 穫 2 1 日 前 ま で ５ 回 以 内
ジ マ ン レ ッ ク ス 水 和 剤 4 0 0 6 0 0 － 収 穫 2 1 日 前 ま で ５ 回 以 内～
ス ミ ブ レ ン ド 水 和 剤 2 , 0 0 0 － 収 穫 2 1 日 前 ま で ５ 回 以 内
ベ ル ク ー ト 水 和 剤 1 , 0 0 0 － 収 穫 前 日 ま で ４ 回 以 内
ス コ ア 水 和 剤 1 0 2 , 0 0 0 － 収 穫 前 日 ま で ３ 回 以 内
ト リ ア ジ ン 水 和 剤 5 0 － 4 0 0 6 0 0 収 穫 前 日 ま で ６ 回 以 内～
ポ リ オ キ シ ン A L 水 溶 剤 － 5 0 発 病 初 期 １ 回

注 ） 散 布 量 ： ス イ カ 1 0 ａ 当 た り 1 5 0 ～ 3 0 0 リ ッ ト ル 。

メ ロ ン 1 0 ａ 当 た り 2 0 0 ～ 3 0 0 リ ッ ト ル 。

○ ア ブ ラ ナ 科 野 菜

【 コナガ、ヨトウガ 】

① 定 植 間 も な い 株 に 発 生 す る と 被 害 が 大 き い の で 、 定 植 時 に オ ル ト ラ ン 粒 剤 、 オ

ン コ ル 粒 剤 ５ 、 ガ ゼ ッ ト 粒 剤 、 モ ス ピ ラ ン 粒 剤 、 リ ゲ ノ ン 粒 剤 の い ず れ か を 植 穴

施 用 し 、 初 期 密 度 を 下 げ る 。

② コ ナ ガ 、 ヨ ト ウ ガ と も 幼 虫 は 老 齢 に な る と 薬 剤 の 効 果 が 劣 る の で 、 若 齢 の う ち

に 防 除 す る 。

③ コ ナ ガ は 殺 虫 剤 に 対 す る 抵 抗 性 が つ き や す い の で 、 同 一 系 統 の 薬 剤 を 連 用 し な

い 。
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④ 同 時 に 発 生 す る モ ン シ ロ チ ョ ウ ( ｱ ｵ ﾑ ｼ ) 、 ウ ワ バ 類 と の 同 時 防 除 を 考 慮 し て 効 率

的 な 防 除 を 行 う 。

《 キ ャ ベ ツ の コ ナ ガ 防 除 薬 剤 ( 乳 剤 、 水 和 剤 ) 一 覧 表 》

[ 系 統 名 ] ※ 同 時

薬 剤 名 倍 数 使 用 時 期 使 用 回 数 防 除

[ 有 機 り ん 剤 ]
Ｐ Ａ Ｐ 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 1 4 日 前 ４ 回 以 内 ヨ ・ ア
ア ク テ リ ッ ク 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ヨ ・ ア
オ ル ト ラ ン 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ヨ ・ ア
ジ ブ ロ ム 乳 剤 8 0 0 収 穫 ３ 日 前 － ヨ ・ ア
ダ イ ア ジ ノ ン 水 和 剤 3 4 2 , 0 0 0 収 穫 3 0 日 前 ２ 回 以 内 ア
ト ク チ オ ン 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 2 1 日 前 ２ 回 以 内 ヨ ・ ア
ホ ス パ ー 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 2 1 日 前 ２ 回 以 内 ヨ ・ ア
レ ル ダ ン 乳 剤 2 5 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ヨ ・ ア
[ 合 成 ﾋ ﾟ ﾚ ｽ ﾛ ｲ ﾄ ﾞ 及 び 混 合 剤 ]
ア グ ロ ス リ ン 水 和 剤 1 , 0 0 0 ～ 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ５ 回 以 内 ア
サ イ ハ ロ ン 乳 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ア
サ イ ハ ロ ン 水 和 剤 2 , 0 0 0 ～ 3 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ヨ ・ ア
ス タ ー ベ リ ー 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 2 1 日 前 ４ 回 以 内 ア
チ ー フ メ イ ト 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ア
テ ル ス タ ー 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 2 1 日 前 ４ 回 以 内 ア
ト レ ボ ン 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ３ 日 前 ３ 回 以 内 ヨ ・ ア
ハ ク サ ッ プ 水 和 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ５ 回 以 内
ブ イ ボ ン 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ３ 日 前 ３ 回 以 内 ア
ベ ジ ホ ン 乳 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ヨ ・ ア
ペ イ オ フ 乳 剤 1 , 5 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ア
[ 第 3 級 ｱ ﾐ ﾉ 類 剤 及 び 混 合 剤 ]
エ ビ セ ク ト 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ア
パ ダ ン Ｓ Ｇ 水 溶 剤 1 , 5 0 0 収 穫 1 4 日 前 ４ 回 以 内 ア
メ ラ ー ド 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 1 4 日 前 ２ 回 以 内
ル ー バ ン 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ア
[ Ｉ Ｇ Ｒ 剤 ]
ア タ ブ ロ ン 乳 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ヨ ・ ア
カ ス ケ ー ド 乳 剤 2 , 0 0 0 ～ 4 , 0 0 0 収 穫 1 4 日 前 ２ 回 以 内 ヨ ・ ア
ノ ー モ ル ト 乳 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ２ 回 以 内 ア
フ ル ア ッ プ 乳 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内
マ ッ チ 乳 剤 3 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ヨ ・ ア
[ Ｂ Ｔ 剤 ]
エ ス マ ル ク Ｄ Ｆ 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内
ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水 和 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ア
セ レ ク ト ジ ン 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ア
ゼ ン タ ー リ 顆 粒 水 和 剤 1 , 0 0 0 ～ 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ア
ダ イ ポ ー ル 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内
チ ュ ー リ サ イ ド 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ア
デ ル フ ィ ン 顆 粒 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内
ト ア ロ ー 水 和 剤 Ｃ Ｔ 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内
ト ア ロ ー フ ロ ア ブ ル Ｃ 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内
バ シ レ ッ ク ス 水 和 剤 1 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ４ 回 以 内 ヨ
[ ク ロ ロ ニ コ チ ル 剤 ]
モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ６ 回 以 内 ア
[ ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル 剤 ]
コ テ ツ フ ロ ア ブ ル 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ２ 回 以 内 ヨ ・ ア
[ マ ク ロ ラ イ ド ]
ア フ ァ ー ム 乳 剤 1 , 0 0 0 ～ 2 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ３ 回 以 内 ヨ ・ ア

注 ） 散 布 量 ： 1 0 ａ 当 り 1 5 0 ～ 2 0 0 リ ッ ト ル 。

※ 同 時 防 除 が 可 能 な 害 虫 ヨ ： ﾖ ﾄ ｳ ｶ ﾞ ア ： ｱ ｵ ﾑ ｼ

[ Ｐ Ａ Ｐ 乳 剤 ] エ ル サ ン 乳 剤 、 パ プ チ オ ン 乳 剤
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な が い も○

【 ア ブ ラ ム シ 類 、ヤ マ ノ イ モ コ ガ 】

① ア ブ ラ ム シ 類 は 、 吸 汁 に よ る 直 接 害 の ほ か 、 ウ イ ル ス 病 を 伝 搬 す る こ と が あ る

の で 、 発 生 初 期 か ら の 防 除 を 徹 底 す る 。

② ヤ マ ノ イ モ コ ガ は 、 萌 芽 時 に つ る 先 端 を 食 害 し 、 分 枝 つ る 発 生 の 原 因 と な る の

で 、 こ の 時 期 の 防 除 は 特 に 徹 底 す る 。

③ Ｄ Ｄ Ｖ Ｐ 乳 剤 ( 5 0 ％ ) 、 ア デ ィ オ ン 乳 剤 は ヤ マ ノ イ モ コ ガ に も 有 効 で あ る 。

《 防 除 薬 剤 一 覧 表 》

倍 数
薬 剤 名 使 用 時 期 使 用 回 数

ｱ ﾌ ﾞ ﾗ ﾑ ｼ類 ﾔ ﾏ ﾉ ｲ ﾓ ｺ ｶ ﾞ

D D V P 乳 剤 ( 5 0 ％ ) 1 , 0 0 0 － 収 穫 ３ 日 前 ま で ６ 回 以 内
ア デ ィ オ ン 乳 剤 2 , 0 0 0 － 収 穫 ７ 日 前 ま で ５ 回 以 内
ﾏ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ 水 和 剤 2 0 2 , 0 0 0 ～ 4 , 0 0 0 2 , 0 0 0 ～ 4 , 0 0 0 収 穫 ７ 日 前 ま で ４ 回 以 内
ト レ ボ ン 乳 剤 1 , 0 0 0 1 , 0 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で ３ 回 以 内
メ ラ ー ド 水 和 剤 － 1 , 0 0 0 収 穫 1 4 日 前 ま で ２ 回 以 内

注 ） 散 布 量 ： 1 0 ａ 当 た り 2 0 0 ～ 4 0 0 リ ッ ト ル 。

[ Ｄ Ｄ Ｖ Ｐ 乳 剤 ( 5 0 ％ ) ] ： Ｄ Ｄ Ｖ Ｐ 乳 剤 5 0 、 デ ス 、 ホ ス ビ ッ ト 乳 剤 、 ラ ピ ッ ク 、

Ｄ Ｄ Ｖ Ｐ 5 0 ％ 乳 剤
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７ 月 の 病 害 虫 テ レ ホ ン 情 報 案 内

（ 津 軽 地 域 ） 電 話 ０ １ ７ ２ （ ５ ３ ） ０ ０ ３ ３

月 旬 水 稲 果 樹 畑 作 ・ 野 菜

７ 上 ば か 苗 病 株 の 抜 取 り 斑 点 落 葉 病 と ﾓ ﾓ ｼ ﾝ ｸ ｲ

ｶ ﾞ の 防 除

中 葉 い も ち と 稲 こ う じ 斑 点 落 葉 病 の 防 除 す い か ・ メ ロ ン の 病

病 の 防 除 害 虫 防 除

下 葉 い も ち と ｺ ﾊ ﾞ ﾈ ｲ ﾅ ｺ ﾞ 斑 点 落 葉 病 と ｷ ﾝ ﾓ ﾝ ﾎ ｿ に ん じ ん の 黒 葉 枯 病

の 防 除 ｶ ﾞ の 防 除 防 除

（ 南 部 地 域 ） 電 話 ０ １ ７ ６ （ ２ ４ ） ０ ０ ８ ８

月 旬 水 稲 果 樹 畑 作 ・ 野 菜

７ 上 ７ 月 病 害 虫 発 生 予 報 に つ い て

中 い も ち 病 、 稲 こ う じ り ん ご 斑 点 落 葉 病 と キ ャ ベ ツ の コ ナ ガ の

病 及 び ｺ ﾊ ﾞ ﾈ ｲ ﾅ ｺ ﾞ の 発 ハ ダ ニ 類 の 防 除 発 生 状 況 と 防 除

生 状 況 と 防 除

下 い も ち 病 と ｺ ﾊ ﾞ ﾈ ｲ ﾅ ｺ ﾞ り ん ご 斑 点 落 葉 病 と キ ュ ウ リ と ネ ギ の 病

の 発 生 状 況 と 防 除 ハ ダ ニ 類 の 防 除 害 虫 の 発 生 状 況 と 防

除

な お 、 テ レ ホ ン 情 報 は 、 病 害 虫 の 発 生 状 況 に よ り 変 更 す る こ と が あ り ま す 。



- 13 -

－ 青 森 県 農 薬 危 害 防 止 運 動 を 実 施 中 －
運 動 実 施 期 間 平 成 １１年６月１５日～８月１４日

農 薬 の 取 り 扱 い を 誤 る と 人 や 家 畜 、 蚕 、 ミ ツ バ チ 、 水 産 動 植 物 や 周 辺

環 境 に 何 ら か の 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ り ま す 。

農 薬 を 使 用 す る 場 合 は 、 農 薬 の 使 用 基 準 を 良 く 守 り 、 農 薬 に よ る 事 故

を 無 く し ま し ょ う 。 ま た 、 病 害 虫 の 発 生 予 察 情 報 等 を 参 考 に し な が ら 、

必 要 最 小 限 の 農 薬 を 使 用 し 、 環 境 に や さ し い 農 業 を 推 進 し ま し ょ う 。

農薬散布に当たっては、次の事項に注意しましょう。

散 布 前

○ ラ ベ ル を 良 く 読 む 。

農 薬 の 容 器 に は 、 使 用 方 法 、 使 用 上 の 注 意 な ど が 書 か れ て い る の で 、 使 用 前 に 良

く 読 む 習 慣 を つ け る 。

○ ホ ー ス の 接 続 部 分 な ど が 不 良 で な い か 等 、 防 除 器 具 や 防 除 施 設 の 点 検 を す る 。

○ 農 薬 用 マ ス ク 、 保 護 メ ガ ネ 、 手 袋 等 の 防 護 具 を 着 用 す る 。

○ 過 労 や 病 気 あ が り な ど 健 康 状 態 が 悪 い 場 合 は 作 業 を し な い 。

○ 散 布 地 域 の 水 道 や 河 川 の 汚 染 を 防 止 し 、 住 宅 や 通 行 人 、 家 畜 、 蚕 等 に 被 害 を 及 ぼ

さ な い よ う 危 害 防 止 に 努 め る 。

散 布 時

○ 散 布 作 業 は 、 風 の 強 く な い 、 朝 夕 の 涼 し い 時 間 を 選 び 、 ２ ～ ３ 時 間 ご と に 交 替 し

て 行 う 。

○ 温 室 や ビ ニ ル ハ ウ ス 等 の 敷 地 内 で 散 布 す る 場 合 は 、 施 設 内 に 農 薬 が こ も り 、 作 業

者 の 体 に 着 い た り 吸 入 の 危 険 が あ る の で 、 服 装 を 厳 重 に し た り 専 用 の 防 毒 マ ス ク を

着 用 す る 。

○ 土 壌 く ん 蒸 剤 を 使 用 す る 場 合 は 、 薬 剤 が 揮 散 し て 周 辺 に 影 響 を 与 え な い よ う 風 向

き な ど に 十 分 注 意 す る ほ か 、 被 覆 を 完 全 に 行 う 。

散 布 後

○ 作 業 後 は 、 手 足 は も ち ろ ん 全 身 を 石 け ん で よ く 洗 う と と も に 、 眼 を 水 洗 し 衣 服 を

毎 日 取 り 替 え る 。

○ 農 薬 は 、 安 全 な 場 所 に 鍵 を か け て 保 管 す る 。 特 に 、 臭 化 メ チ ル な ど 揮 発 性 の 高 い

農 薬 は 、 住 居 や 隣 接 す る 建 物 に 保 管 し な い よ う に す る 。

○ 農 薬 の 誤 飲 を 防 ぐ た め 、 清 涼 飲 料 水 の 空 容 器 な ど に 移 し 替 え な い 。

○ 農 薬 は 全 て 使 い き る よ う に し 、 余 っ た 場 合 、 不 法 に 廃 棄 し な い 。 空 容 器 、 空 袋 等

は 、 関 係 法 令 等 を よ く 守 り 、 廃 棄 物 処 理 業 者 へ の 処 理 を 委 託 す る な ど 適 正 に 処 理 す

る 。 （ 野 焼 き や 不 法 投 棄 は 止 め ま し ょ う ）


